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森トラストグループ秋季震災訓練 

エリアの防災機能強化に向け、竣工前シミュレーション訓練を実施 

2020年完成予定の「東京ワールドゲート」を想定して 

    2019 年 9 月 4 日 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
森トラスト株式会社（本社：東京都港区、社長：伊達 美和子）は、本日（2019 年 9 月 4

日）、2019 年度秋季震災訓練を実施しましたので、お知らせいたします。 
 

2020 年の東京五輪を契機として、都心部では、都市機能の更新とともに災害対応の体制整

備が進められています。森トラストグループでは、東京の国際拠点として多くの開発が進む

虎ノ門・神谷町エリアの地域防災機能の強化に向け、2020 年に竣工を控える「東京ワールド

ゲート」を対象に、東京大学・廣井研究室が開発した「帰宅困難者支援施設運営ゲーム」を

活用し、帰宅困難者対応シミュレーション訓練を実施しました。 
当社が初めて導入した本訓練は、「東京ワールドゲート」を受入施設として設定し、帰宅困

難者の想定を、外資系企業の就業者やホテル利用者など、エリア特性を反映した形にカスタ

マイズを行った上で、当社グループが東日本大震災時に行った帰宅困難者対応や、これまで

の実地訓練で得られたノウハウを活かしながらシミュレーションを行うものです。 
「東京ワールドゲート」は、虎ノ門二丁目地区（虎の門病院）、ホテルオークラとともに、

災害発生時には、三地区連携で計 5,000 人規模の帰宅困難者受入体制を構築することとして

います。 
本訓練の結果、多様性配慮の視点を取り入れた帰宅困難者対応や、そのための一時滞在者

同士の共助が促される仕組みづくりの必要性、受入施設間の地域連携に向けた課題が知見と

して得られました。また、今後の開発におけるハード面に関するフィードバックが得られる

など、防災体制強化に向けた検証を行うことができました。 
 

当社グループでは、コーポレートスローガン「Create the Future」のもと、今回の訓練で

得た知見を活かしながら、今後もハード・ソフトの両面から安心・安全な都市形成に資する

取り組みを継続し、持続可能な都市づくりに貢献してまいります。 

同時発表：国土交通記者会 
国土交通省建設専門紙記者会 
東京都庁記者クラブ 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-3-17 

虎ノ門２丁目タワー 

お問い合わせ先：広報部  

TEL 03-5511-2255 FAX 03-5511-2259 

URL http://www.mori-trust.co.jp 

東京ワールドゲート（イメージ） 帰宅困難者支援の図上シミュレーション訓練の様子 
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森トラストグループ秋季震災訓練 概要 

場所：森トラスト株式会社本社（虎ノ門 2丁目タワー） 

日時：2019年 9月 4日（水） 

 

１．帰宅困難者支援の図上シミュレーション訓練 

施設竣工前の段階での課題抽出、改善を行い、

竣工後の施設運営に活かすことを目的として、

東京ワールドゲートを対象とした「帰宅困難者

支援施設運営ゲーム※」を用いた訓練を行いま

した。 

※帰宅困難者支援施設運営ゲームは、帰宅困難者支援

施設の支援のために、東京大学大学院の廣井悠准教授

を中心に開発された訓練キット。 

 

 

２．災害時情報共有システムを用いた初動対応・情報共有訓練 

災害・事件・事故時の情報共有とコミュニケ

ーション強化を目的に導入した災害時情報共

有システムの習熟を目的として、初動対応時

の動作確認訓練を実施しました。 

本訓練は社員の熟練度維持向上のため、定期

的に実施しています。 

 

帰宅困難者支援施設運営ゲームの様子 

初動対応・情報共有訓練の様子 
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森トラストグループの災害に関する主な取り組み 
 

森トラストグループでは、創業以来「持続可能で先進的な街づくり」を志し、新たな技術

や潮流を取り入れながら、年間を通じて多様な防災訓練を実施しています。 
 

■防災訓練 

年 2回（春・秋）の総合震災訓練の他、防災社宅社員による出動訓練を年 1回実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2019年 3月実施「エリア防災セミナー」「防災関連新事業紹介イベント」 

地域の防災力を高めることを目指し、「エリア防災セミナー」・「防災関連新事業紹介イベント」

「パネルディスカッション」を開催。 

 

・エリア防災セミナー 

地形クイズやジオラマ組み立て体験により地域の特徴を確認し、地域の災害リスクの紹介を

しました。地形から分かる浸水や土砂崩れといった災害リスクを知り、地域で共有しておく

ことで、今後より的確な災害対策を講じていくための第一歩としました。 

・防災関連新事業紹介イベント 

神谷町周辺地域が新機軸の防災ツールを知ることで、防災に対する感度を高めるべく、防災

関連事業を手掛ける企業・団体によるプレゼンテーションを実施しました。 

・パネルディスカッション 

行政機関や民間企業、防災関連の有識者など、異なる立場で知見を持ち寄り、防災対策の課

題を洗い出すとともに、防災意識を生活の中に根付かせる必要性などを議論しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 

エリア防災セミナーの様子 

 

防災関連新事業紹介イベントの様子 パネルディスカッションの様子 

 


